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本事例集の目的

※ 本事例集は、ワークショップの限られた時間内で作成されたもののため、必ずしも理想的なロジックモデルに
 なっていないものも含まれますが、ロジックモデルの活用可能性や、広く指針を活用してもらうための
 参考として紹介するものです。
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全国各地でスマートシティの取組が進んでいる一方で、その評価枠組みは、まだ熟
度が高まっていない地域が多く、施策評価やそれによる施策の改善を行う必要がある
と考えられます。

内閣府では、スマートシティ施策の PDCA 促進および EBPM 浸透を図るため、地域
（コンソーシアム等）の進める多様なスマートシティ関連施策に対する適切な評価の
枠組み・評価指標を示した「スマートシティ施策のKPI設定指針」（第２版）（以下、
KPI設定指針という。）を作成しています。

本事例集では、これからスマートシティ施策のKPI設定に取り組む地方自治体等の
取組を支援するため、KPI設定指針に基づいてワークショップ等を実施し、実際にロ
ジックモデル・KPIの設定を行った事例を取り上げ、ロジックモデルの参考例や取組
を通じて得られた気づきなどについて紹介しています。

本事例集が、スマートシティ施策に係るロジックモデル・KPI の設定に取り組もう
とする地方自治体等のの取組の後押しになれば幸いです。
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ワークショップ事例１：交通に関わる安全対策施策

ワークショップの感想：今回の取組が日々施策を担当している職員にとってどういう効果があるのかという視点で見ていた。我々も事業をやる時にはKPIをセットで考え
ていたが、これまでは点でしかなかったものが、線になって面になって、アウトカムに広がりが出たように感じた。また、他のいろいろな分野と連携することで、インパ
クトがより広がる様子が体感できた。納得感が高まると他の部署との連携もよりやりやすくなり、国の補助事業においても、ロジックモデルを作成すると取組の効果がよ
り広がると思われる。

●事業・施策の概要
交通事故要因の分析にAI（人工知能）を導入し、

危険個所を効率的に把握することで、交通事故の削
減を図るもの。

●ロジックモデルの作成を通じて
①事業・取組の設定

AI分析モデル構築におけるデータ収集、データ検
証のほか、安全対策にかかるハード対策、ソフト対
策などの取組みを設定した。

②アウトプットの設定
まずはAI分析モデルについてアウトプットの設定

を行ったが、AI分析だけでは完結せず、他の施策と
の関連性も整理していくことが重要だと感じた。

③アウトカム第１~第3階層の設定
それぞれのアウトカムをどういったレベル感で考

えるか、今回の取組を通じて理解が深まったように
思う。ビジョンにつなげるためには、交通安全や事
故対策だけではなく、災害対策や防犯など他の分野
も寄与することも含め、幅広い視点で施策を捉えて
いくことへの気づきがあった。

【浜松市】

① ②

①

①

① ③
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ワークショップ事例２：ウェルネス施策

ワークショップの感想：ウェルネス施策を対象にロジックモデルの作成を行った。施策を考えていくうで、担当分野、担当部署だけでは幅が広がらないと感じていたが、
今回の取組を通じて沢山の意見がでたことが良かった。ロジックモデルへの理解、特にアウトカム第3階層の捉え方への理解が深まり、今回の取組を通じて多くの気づき
が得られた。

●事業・施策の概要
ウェルネス施策として市民向け健康アプリを提供。健康

イベントや健康診断の受診などでアプリ内の健康ポイント
をためることができるもの。

●ロジックモデルの作成を通じて
①事業・取組の設定

ウェルネス施策として健康アプリ事業を設定した。

②アウトプットの設定
アプリの運用から市民への周知の設定、プロスポーツ

チームとのタイアップなどアウトプットを設定した。

③アウトカム第１~第3階層の設定
設定したアウトプットを元に、アウトカムの設定を行っ

た。第1階層、第2階層を設定したうえで、それぞれの関連
性を矢印で整理しながら第3階層のアウトカムを設定した。

④KPIの設定
もともと想定していたKPI（登録者数）だけでなく、今回

設定したアウトカムに関連した、KPI（歩数の変化、アク
ティブ数等）を設定することができた。

②

①

③

④

【浜松市】
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ワークショップ事例３：パーソナルモビリティのシェアリング事業
●事業・施策の概要

セグウェイ等のパーソナルモビリティを用いたシェアリ
ングサービス。保安員の配置を不要とする等、規制改革に
よって実現する先端的サービスにおける安全性、事業性等
を検証するもの。

●ロジックモデルの作成を通じて
①事業・取組の設定

保安員のデジタル化と並行してシェアリングのニーズ調
査を事業・取組として設定。人がどこからどこまで行きた
いのか、また、どこにポートを設置したらいいのか、事業
性がどの程度あるのかを検討した。

②アウトプットの設定
保安員のデジタル化のアウトプットについては、安全性

と事業性とのバランスを検証するためのアウトプットを設
定した。

③アウトカム第１~第3階層の設定
シェアリングのニーズ調査においては、サービス事業者

が参入しやすいアウトカムを設定。第3階層に関しては、社
会におけるダイレクトな指標化が難しく、高齢者や障害者
などマイノリティのQoLやシビックプライドの向上などを
指標として設定した。

ワークショップの感想：ロジックモデルを考えるプロセスの中で、課題などを話していくことで自然に施策をメンバー内で深く考えるきっかけにも繋がると感じた。KPI
を設定するうえで、特定の属性の方々のQoLや外出行動などをアンケートにより分析することは難しい面があると感じた。

②

①

③

① ②

【つくば市】
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ワークショップ事例４：医療MaaS

ワークショップの感想：ニーズ調査による指標もあげられたが、特定のターゲットに対する効果を短期間で図るための方法も考えられると良いと感じた。矢印を描く際も
話合いがかなり行われ、ロジックモデルの作成を通じて繋がりを考えながら気づきが得られていくように感じた。

●事業・施策の概要
自動運転モビリティの走行試験のほか、顔認証技術を活用して病院

内における手続き等の効率化を行うことで患者・病院双方の負担を軽
減するもの。

●ロジックモデルの作成を通じて
①事業・取組の設定

オンデマンド送迎アプリを事業・取組として設定。既存の「タク
シー事業」や「バス事業」など公共交通の増便や受付方法の改善に取
組みついて検討した。

②アウトプットの設定
アウトプットは、自分たちでコントロールできるものとして、アプ

リ公開や病院システムとの連携を指標として設定した。アプリであれ
ば、アクティブユーザー数やダウンロード数、乗り合い率等の客観的
な数字があげられた。

③アウトカム第１~第3階層の設定
利便性の向上や家族の送迎負担の軽減つながることが確認できた一

方、ドライバーの負担や借上げ車両の増加など負の効果として考えら
れるものがあった。第２階層では、利益率や満足度の話があり最終的
には、第3階層にＳＤＧsや持続可能都市等を絡める話で移動の自由
と健康の自立という観点からある程度測れそうな指標を出すことがで
きた。

②

①

③

①

①

【つくば市】
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ワークショップ事例５：自動運転バスの導入

ワークショップの感想：やはり、多くの方から話をもらえるといろいろな意見が出る。今までやってきたことにプラスした必要な視点が少しずつ見えてきたので良い機会
となった。アウトカムについては、路線バスの運転者が不足する中で新しい雇用や労働環境が改善されていくのではというポジティブな視点が出た。

●事業・施策の概要
駅２km圏内の主要施設を連絡する自動運転バスを導入。移動に

係る需要を多様なデータ（ETC2.0プローブデータ等）から把握・予
測するなどMaaSを見据えた域内交通サービスを構築するもの。

●ロジックモデルの作成を通じて
①事業・取組の設定

自動運転バスの導入にあたり、技術開発検証に加えて、市民の需
要変化や社会事業展開を捉えたプロモーションについて検討した。

②アウトプットの設定
新たなセンサーの開発やデータ蓄積、仕組みづくり、制度・ルー

ル、運行ルート等をアウトプットとして設定した。

③アウトカム第１~第3階層の設定
交通の利便性向上や事故減少、企業数の増加、経済活性化、CO2

削減、公共交通への転換等をアウトカムとして設定。こうした成果
とともに、新しい乗り物が街にとって大事なもの、自動運転バスが
大事なものだというシビックプライドにつながるのではという話が
出された。

アウトプットから整理していくなかで、アウトカム第1階層～第2
階層あたりに大事な話が出てくるように思った。レベル4の自動運
転バスも実装には苦労しており事業性が重要となる。事業性におい
ては、市民に愛着もってもらえる車両となることが解決につながる
ように感じられた。

②①

③

①

①

【柏市】
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ワークショップ事例６： AI技術を使ったフレイル予防の可能性検証

ワークショップの感想：アプリ導入後の話だけでなく、基盤整備の段階から整理されたのがよかった。今後もこのようなディスカッションを行いながら、頭の整理をしつ
つ何かうまくいかなかったときは、ロジックモデルをさかのぼりながら改善方法を考えるきっかけになればと思う。

●事業・施策の概要
フレイル予防ＡＩによるデータ解析によって、健診結果等のビッ

グデータなど様々なデータを統合し、一人ひとりの事情を考慮した
「個別メニュー」を提供するもの。

●ロジックモデルの作成を通じて
①基盤系とサービス系に分割した構成

本取組は，個人情報の取扱いに配慮したクローズした環境での効
果検証やこれに伴うシステム構築が必要なため，２段階のロジック
モデルとしてまとめた。システムの実装段階を基盤系，構築された
システムによるサービス展開をサービス系として取りまとめた。

②アウトカム第１~第3階層の設定
アクティブユーザーの増加や、フレイル状態の気づきや予防につ

ながっていく。その行動変容に繋がった人数が、成果を測る指標に
なり、目指すものとしては健康寿命の延伸、市民QoL向上、市民の
負担軽減、市の財政負担の軽減につながっていくというような形で
整理した。

③KPIの設定
研究者数やアクセスデータ数のほか、それらが成果につながって

いる研究事例の数やデータ利用数、研究者のアクセス数を設定。ゆ
くゆくは根本のリスク要因の数や、それらが解析された結果がサー
ビスに繋がっていくものとした。アプリなどが開発され、デバイス
やプラットフォームに接続されることによって、様々なサービスが
社会で回っていくことを想定している。

②
①

③

①

【柏市】
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ワークショップ事例７：データ連携基盤

ワークショップの感想：データプラットフォームは目的が見失われがちなところを、データプラットフォームを作った先の実現したいことが明確に考えられていた。

●事業・施策の概要
企業・アカデミア・行政等の事業者が連携して新しい価値を開発し、

生活者の健康の増進に寄与するために、事業者間が連携できるデータ
プラットフォームを開発・運用するもの。

●ロジックモデルの作成を通じて
①インプットの設定、事業・取組、アウトプット

ポータル開発とデータプラットフォームなどエリアデータプラット
フォームの提供。これに参加する事業者が増えることを一つのKPIに
設定し、フィットネスアプリが増えたことによる会員数の増加を図る
こととした。

②アウトカム第１~第3階層の設定
多くはスマホサービスと連携しているため、スマホに慣れていない

人は使い辛い。ここでは、ITコンシェルジュやエリアマネジメントと
いう人的仕組みのプラットフォームがあることが、住民のITリテラ
シーの向上につながっていることに改めて気が付いた。

データ連携基盤というと普通はデジタルだけをロジックモデル描く
のだが、フィジカル側の取組も検討することで、デジタルの施策と
フィジカルの施策が絡み合い、お互いに効果を高めていくようなもの
が整理できた。

③KPIの設定
住民参加が増えシニア会員も増えれば、全体のヘルスケアリテラ

シーも向上する。シニア会員数の増加や検診時アンケートにより類推
できるアウトカムもKPIすることができるように感じた。

②①

③

①

①

【柏市】
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アウトカム第3階層アウトカム第2階層アウトカム第1階層アウトプット事業・取組インプット

検知データ収集

アプリ構築

周辺自治体への打診

広報・PR

広域見守り
アプリの社会実装

他市へ周知・
他市の参加

検知データの利活用

広報誌へ掲載

チラシの配布

HP・SNS

子育て人口流入の増加
（流出の減少）

地域ブランディングの向上
(市民意識調査)

広域での
安心・安全の向上

（地域信頼度調査）

市外

防犯意識の向上
(市民意識調査)

ボランティア意識の向上
(市民意識調査)

安心の満足度の向上
(市民意識調査)

市内
市民

新たなデータサービスの
研究・開発

（データ提供件数）

生活満足度の向上
(市民意識調査)

固定資産税の増加

地価路線価の向上

他市からの注目度の向上
（講演数・ふるさと納税・

HPアクセス数）

シビックプライド
(市民意識調査)

新サービス創出
（件数）

地域内の産業力
（地域内総生産）

自治体負担の費用の減少

行方不明者捜索の
時間・リソースの低減
（警察との連携）

行方不明者通報件数の
減少

（警察との連携）

アプリダウンロード数の増加

見守りサービス
民間加入数の増加

アプリによる検知数の増加

アプリのアクティブ数の増加

BLEタブ検知エリア
カバー率の増加

見守りサービスの
認知度の向上

(市民意識調査)

自治体の参加数の増加

見守り事業者の
参加数の増加

加古川市近隣自治体の
参画数の増加

刑法犯認知件数の減少

人口流失の減少

警察・行政

事業者・大学

治安感の向上
(市民意識調査)

副次的影響

ワークショップ事例８：官民連携広域見守りサービス事業

ワークショップの感想：アウトカムの第2階層において、市民・行政・事業者・大学と役割に応じて整理することで各ステークホルダーの事業効果が明確化されている
印象がある。

●事業・施策の概要
見守りサービスのさらなる充実のため、見守りサービスの広域

展開を目指した見守りサービス事業を対象とする。

●ロジックモデルの作成を通じて
①ロジックモデル作成の流れ

ロジックモデルの流れとしては、最初の事業・取組を４つのア
ウトプットとそれに合わせて対象的に挙げることができた。

②アウトカムの設定と関係性
アウトカム第１階層以降のフローは、相応になっているため横

に考えていくのが難しかった一方で、上下関係の事象も絡み合っ
ていると認識した。

③KPIの設定
第２、３階層のKPIは意識的なものが多かった印象がある。また、

官民連携サービスであるため、サービスそのもののほか、サービ
スから取得するデータを事業者・大学に適宜提供することによる
効果をKPIとして設定した。

②①

③

①

①

【加古川市】

①

メディアリリース

幸福感の向上
(市民意識調査)

アウトカム第4階層
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ワークショップ事例９：ICTを活用した安全・安心のまちづくり推進事業

ワークショップの感想：やったはいいけど行政の負担が増えるという論点（“負の効果”）から案を取捨選択しており、バランス感が良い。

●事業・施策の概要
子どもや認知症のため行方不明となる恐れのある高齢者等の見

守りをサポートし、本人やご家族の不安や労力の軽減を目指して
実施する、 BLEタグを活用した見守りサービスを含む、ICTを活
用した安全・安心のまちづくり推進事業を対象とする。

●ロジックモデルの作成を通じて
①ロジックモデル作成の流れ

ロジックモデルの流れとしては、既存事業の見守りサービス、
見守りカメラから、段階的にアウトプットからアウトカムを考え
ていった。

②ロジックモデルの中で上手く整理できた内容
一連の流れでロジックが整理されているものとして、見守り

サービスの小学1年生への無料提供を挙げたい。（e.g.利用者増加
→安心感を実感→小学2年生から継続利用→価値向上→見守りタグ
を検知するアプリ→別のタグの検知器になる→より検知の享受度
が高くなっていく→子どもがより安心して暮らせる社会→子育て
世代の流入）

【加古川市】
アウトカム第3階層アウトカム第2階層アウトカム第1階層アウトプット事業・取組

高齢者へ無償提供
（認知症で行方不明の

おそれ）

見守りサービスの周知

警察へのデータ提供
（件数）

小学１年生への無料提供
（案内）

高齢者が安心して
外出できる

（要介護が出ない
高齢者数、万歩計アプリ、

アンケート）

高齢者のタグ利用の増加
（利用者数）

捜索時間の短縮

小学2年生以降のタグ利用
者の増加

（タグ利用継続率）

見守りサービス

BLE検知車載機
（レンタサイクル・公用車）

見守りカメラ

かこがわアプリの広告
（プッシュ通知・バナー）

SNSで見守りサービス発信
（市HP閲覧数）

広告チラシ・ポスティング
（予算に応じた
配布枚数）

他分野でのデータ活用

市外の人が加古川にカメラ
があると知る

（転入者アンケート）

スムーズな犯罪捜査

行政職員の仕事増加

加速度、BLEデータなどの
収集

消防へのデータ提供
（件数）

危険場所の特定
（危険ポイントのデータ
（分析は未実施））

高齢者の
外出頻度の収集

小学１年生の利用者
が増える

（利用者数）

犯罪の減少（件数減少）
（刑法犯認知件数）

警察の負担軽減

犯罪者が流入しなくなる

自転車の盗難減少
（件数）

サービスの価値向上
（アプリ利用者数）

子どもを安心して遊ばせるこ
とができる

加古川に引っ越し
（転入数）

市外の人が見守りサービス
を認知

（市HP閲覧数（市
外））

安全安心の都市

安心感が増す

子育て世帯の増加

人口増加
市民意識調査
(個別事項）

警察に普及・啓発の時間
が出来る

見守りサービスの認知

口コミや広報での認知度UP
(見守りサービスの認知度
（市内意識調査）)

安心感を実感
（アンケート）

②

①

①

見守りサービスの認知
（市民意識調査）

口コミや広報での認知度UP
(見守りサービスの認知度
（市民意識調査）)
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ワークショップ事例10：認知症関係施策

ワークショップの感想：ゴールのまとめ方、整理の仕方（共助、予防、包括）が良かった。

●事業・施策の概要
認知症のため行方不明となる恐れのある高齢者等の安全を確保

し、家族等の身体的・精神的負担の軽減を図るための見守りタグ
を活用した見守りサービスを含む、認知症関係施策を対象とする。

●ロジックモデルの作成を通じて
①ロジックモデル作成の流れ

既事業から洗い出し、実装済みの事業・取組をテーマに選定、
アウトプット・アウトカムに関しては記載の通り。

②ロジックモデルの中で上手く整理できた内容
SOSネットワークへの登録促進。他地域への認知症高齢者に対

する施策のKPIを設定する際の推奨シートができたのではないかと
思料。

②

【加古川市】
アウトカム第3階層アウトカム第2階層アウトカム第1階層アウトプット事業・取組インプット

デジタル技術サポート事業
（オンラインコミュニティ創出
プロジェクト）

高齢者を
取りこぼさないまち

家族だけでなく、
地域で見守るまち

地域みんなで
一人を見守れるまち

協(共)助

睡眠センサーを活用した
健康寿命延伸サービスの
実証

金銭管理支援（アプリサー
ビス）実証実験

利用料なしで
見守りタグを
配布

BLEタグ
検知器の
設置

見守りサービス
BLEタグ
検知器

広域見守り
アプリ

SOS
ネットワーク
への登録促進

見守り協定
（事業者によ
るサービス）

宅配や新聞業
者がチェック

事業者を
増やす

ながら見守り
活動

パトロール
隊員を募集

普及活動
一人暮らし高
齢者の緊急時
通報ボタン

認知症の早期
発見チェック
（脳チェック）

簡易チェックを
使ってもらう

初期集中
支援の実施

集中医療
支援事業

安心・安全青色パトロール
カーで市内巡回

HP掲載
出前講座で
紹介

タグの事業者
の増加

チラシを配布
（タグ配布の
際）

掲示板への
情報提供

HPへの掲載
（HPアクセス数の

増加）

7000以上の
検知器を設置

かこがわアプリのチラシ配布

開発済（開発中もあり）
市民提供済

HP、広報に掲載し、
登録を促す

・広報誌への掲載
・民生委員から高齢者へ

周知

商業施設や検診会場に出
向いてチェック実施

各地域包括
センターへ対象
者を募った

医療介護従
事者でケース
会議を実施

早期MCIの時
期に医療につ
ながる人増加

重病化の
予防

必要な医療会議に繋がって、
状態が安定する人の増加

見守りサービス
認知度の向上

地域の繋がり
意識の向上

（自治会加入率の
増加）

タグ利用者の
増加

HPアクセス数
の増加

通報システムの利用者
の増加

MCIの人の受診率

パトロール
隊員の
増加

行方不明者の解決
件数の増加

（見守りタグによる
発見件数の増加）

職員の
待機時間が
減少

職員の
人件費
の削減

見守りタグで
儲かるようになる

町中に歩いている高齢者に
気軽に声をかける人の増加

警察の捜索時
間の減少

既存施策の
拡充・新規
施策の実施

社会的コスト
の削減

認知症の人でも
楽しく暮らせるまち

認知症の人が閉じ
込められないまち
（認知症が当たり前

と思える）

“私認知症やねん”っ
て胸を張って言える

認知症に
なりにくいまち

（住めば健康に）

予防

包括

高齢者の施策
に対する

満足度が向上

シビックプライド
の向上

アウトカム第4階層

危険な状態にある高齢者
の早期発見
（見守りタグの
利用満足度）

利用者とその家族が安心し
て暮らせるようになった
（通報システムの
利用満足度）

支援者の
負担・不安が減少

ケアマネの負担軽減

高齢者の外出
が増える

長寿命化

病院の診療
時間の減少

市民の医療費
の削減

（介護保険給
付金の減少）

タグ利用者が
警察通報者に
見つかる

アプリの利用者
が増える

登録者数
の増加

見守りタグ
利用料負担
事業

見守りアプリを
DLしたスマホ
が検知器

SOS
ネットワーク
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駐輪場整備

エリマネ組織づくりWS

バスターミナル

商店街ファサード整備

来県者の満足度向上

通過交通の排除

アウトカム第3階層アウトカム第2階層アウトカム第1階層アウトプット事業・取組インプット

工事周知
市民へ周知 SNS活用
ポスター・チラシ作成
（回数・枚数）

地下横断の解消
（箇所数）

公共交通の
利用者満足度UP
（利用者数）

（満足度アンケート調査）

市民愛着up
（意識調査、
市民アンケート）

観光客の増加
（主要施設の観光客数）

市民の事業の理解
(問い合わせ件数
（マイナス意見）)

周辺道路の混雑渋滞
（交通量調査）

路面電車の利便性向上
（利用者数）

路面電車の
JR駅への近接化

交差点改良

駐輪場整備

市駅

JR

待合空間の充実
（利用者数）

横断歩道がなくなる

タクシー乗り場変更

広場空間の創出
（新設）

来街者の増加
(フリーWi-Fiのアクセス数)

高齢者の外出増加
(シルバー定期発行数、高
齢者向けイベント・施設の利

用者数）

滞留人口の増加
（人流センサー
※今はない）

公共交通の利用増加
（JR、伊予鉄道利用者

数）

通行ルール変更

路面電車と市内電車の
近接化

バス停の集約化

公共交通集約

タクシー乗り場移設

にぎわい増加
（昼間人口）

公共交通促進
（分担率）

収容台数の増加

統一された景観
（参加店舗数）

約30人3回開催 広場の運営管理

イベントの開催
（開催数・参加者数）

歩行者の安全性
(事故件数)

民間企業の利益増
(域内総生産)

行政コスト削減

放置自転車の削減
（放置台数）

居心地がよくなる
（歩行者数）

担い手意識の向上
（サイトアクセス数）
（WS参加者数）
（WSの満足度
（アンケート））

地元商店街客数増加
(店舗売上)

人流データ

市内中心部の人口増

地価が上がる

ワークショップ事例11：滞空間留の整備

ワークショップの感想：ネガティブな意見の件数をKPIにするのは良いアイデアだと思う。

●事業・施策の概要
JR松山駅と伊予鉄松山市駅の駅前広場の改変によるモビリティ

ハブの創出や花園町通りの整備による歩行空間や滞留空間の創出
の取り組み。

●ロジックモデルの作成を通じて
①KPIの設定

KPIとしてサイトのアクセス数などの個人では思いつかない点が
議論で出てきたところが良かった。

②工夫した内容
工事周知に関するネガティブな問合せ回数により、市民の事業

理解を測ろうとしたところなど。

②

①

【松山市】
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ワークショップ事例12：地域公共交通サービスの再編

ワークショップの感想：支援金や補助金の話が、面白い観点であったが、お金を出す以外の方法もあるかと思うので、そこもロジックモデルに組み込めると良い。

●事業・施策の概要
バス路線の再編、タクシーの相乗りサービス、ライドシェア、

デマンド型、次世代モビリティサービス等などを含む、地域公共
交通サービスの再編の取り組み。

●ロジックモデルの作成を通じて
①ロジックモデル作成の流れ

アウトプットの設定から始めたが、そこの規模を決めるのが難
しく、事業をどのように設定するかに時間がかかった。事業が上
手くいかなかったときの解決策まで考えられたらもっとよかった
であろう。

【松山市】
アウトカム第3階層アウトカム第2階層アウトカム第1階層アウトプット事業・取組インプット

自動運転バスの
運行事業

エリア限定の
デマンドタクシー

予約制乗合タクシー

高浜→観光港
レベル２

（運転手付き）

利用データの収集

スマホ教室を実施

４つの中山間地域での
デマンド交通

（既存路線まで接続）

担当者設定
定期会合への参加
・既存公共交通との

すり合わせ

支援金・補助金の設定
（運営費・燃料代・
車両購入費）

デマンド交通の
利用者増

（サービスの利用者数）

デマンドタクシーと
路線バス・鉄道の連携

路線バス・鉄道の利用者増
（バス鉄道年間利用者数・

路線別）

運転手不足が解消

デマンドタクシー事業の
自立化（本格運行、黒字

化、継続性）
（収支率）

住民の利便性向上
満足度向上

（利用者アンケート）

外出の増加
（外出率・モニター調査）

地域交通の持続
（デマンドタクシー以外

も含む）

ITリテラシー向上
スマホ操作

（スマホ保有率
利用率・予約車数）

バスの利用者数
減少

サービスの維持
（利用圏域（面積）、
利便地域、路線数、
地域数、収支率、

運行率）

予約アプリ利用者の
増加

（予約アプリの利用者数・
満足度）

運転手を確保せずとも
運行本数を維持

協賛金の仕組

バスの便数減少

自動運転バスの
運行

ドアツードアエリア運行
（きめ細かな運行方法）

地域へのPR

利用者の階層
目的地の把握

消費増加
（町にお金が落ちる）

医療費の削減
（医療費トレンドより低い）

健康増進

地域活性化
・店舗売上増
・来客数増

まちなかが活性化
（空き店舗が減る）

健全な財政
（実質黒字）

誰もが移動を
自由にできる社会

（居住誘導区域やなんらか
のモビリティ区域に住んでい
る住民数（割合）、交通
不便地域の人の割合
（目標25%以下））

それぞれが
住み慣れた地域で
暮らし続けられる社会

友達ができる
コミュニティ強化
（住民アンケート、
移動データ、

ちょいそこイベント参加率）
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ワークショップ事例13：デジタルデバイド対策

ワークショップの感想：KPIを設定する作業は施策の評価や振り返りを目的としており、言い換えれば施策のデザインであるが、まさにその作業を実践していた。

●事業・施策の概要
中山間地において高齢者にスマートフォンの使い方を伝授し、

スマートフォンを活用した買い物支援等を行う取り組み。

●ロジックモデルの作成を通じて
①第3階層の設定

こうしてロジックモデルを描いていくと、既存の枠組みで進め
ていっても事業の目標として一人ひとりの利便性の向上とか、ス
マホに慣れ親しむ市民を増やすことは結構無理があるなというこ
とに気づいた。施策の狙いははっきりしており、第２階層までは
割とスムーズに進んだが、線を引いていく段階で、それぞれの関
係性を考えると、第３階層につながる線がなかなか引けなかった。

②KPIの設定
推奨のKPIで関係ありそうな項目が見つからず悩んだが、サービ

スの視点のみではなく、その基盤にあるKPIから新しいサービスの
施策とかを考えられそうだ、という発見があった。

③ワークショップを通して
この事業をきっかけにまずは地域のデジタルリーダーが生まれ

て、各地域でそれぞれにスマホ教室が開かれていくと、これが指
数関数的に増えていくので、そのような観点も大事だという議論
があった。来年度事業を考える上で参考にしたいと思う。

【富山市】
アウトカム第3階層アウトカム第2階層アウトカム第1階層アウトプット事業・取組インプット

初級
おでかけスマホセミナー

中級
スマホ買物支援

セミナー実施 8エリアで計32回
セミナー実施

広報

公式LINEで告知
（公式LINE配信回数）

広報

スケッチラボ＋
街中で11回実施

セミナー実施

アンケート

回覧板で案内

地区センターに
チラシを設置

紙
15問

広報とやまで告知
（市HPへのアクセス数）

セミナーの
満足度向上
（参加者数）

施策の課題把握
（参加者のセミナーに
対する満足度）

外出意欲向上
認知度の向上

（セミナーアンケートでの
認知経路情報の収集）

買い物弱者を減少
（ゴミの量・包装材の量）

アンケート

自治振興会長が
声がけする

外出率の低下
（おでかけ定期券
利用数）

データ通信量が増えて
請求が高額になる

紙
21問

行政サービスの
デジタル化（効率化）

推進

事故・ケガ
防止・減る

参加者数の増加

認知度の向上

スマホに慣れ親しむ
（セミナアンケートでの
確認 事前・事後）
（公式LINEの
年代別登録者）

地域のデジタルリーダーの
爆誕

（地域での自主的な
デジタル研修実施数）

健康促進

スマホに慣れ親しむ

サギに引っかかる人が増える
（スマホ・デジタルサービスで

のサギ件数
（うち高齢者））

より付加価値のある
施策に人材投入

1人1人の
利便性向上

市の業務効率化
（行政手続き（電子申
請）のうち高齢者の割合）

地域コミュニティ
活性化

行政サービスの
選択と集中医療費削減

民間サービス
売上向上

参加者数の増加
（参加者数）

デジタルサービスへの
アクセシビリティ向上

地区センターにチラシを配置
（申込者数）

地域コミュニティでの
自主的学習・教えあい

②
①

③
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ワークショップ事例14：公開型GIS

ワークショップの感想：行政と民間の想いの違い、ギャップが見えていて、その違いを活かした連携や施策の練り方を考えらえるチャンスになったと思う。

●事業・施策の概要
人口などのGIS情報のオープンデータを公開することで、よりま

ちづくりをビジュアル化し、深めていく取り組み。

●ロジックモデルの作成を通じて
①インプットの設定、事業・取組、アウトプット

GISを活用した最終的なゴールは中心市街地を活性化やスマート
シティ＋コンパクトシティの実現というところで、KPIは沿線の人
口増とした。

②官民連携について
GISを公開することによって官民連携事業のプロジェクトが増え、

企業との対話を増やしていき、その先の民間データとの連携だと
か、あるいは民間のマーケティングへの利活用を促進していくこ
とが必要で、プラットフォームの活用相談件数などをKPIに設定し
ながら活発に利用してもらえる環境を作っていく。

③ワークショップを通して
自治体の方が行政の中で現実に今こうやって使っていますとか、

逆に民間事業者としたらこんなことはできるんじゃないか、とい
うアイディアも出たので、ビジネスや自治体との共創の中で生か
していける、いいきっかけを今日いただけた。

【富山市】
アウトカム第3階層アウトカム第2階層アウトカム第1階層アウトプット事業・取組インプット

行政が人口等の
関連データをオープン化

ミートアップ実施

タウンミーティングなどの
市民向けPR・広報
（タウンミーティングの
実施回数）

12社と対話する
（対話する企業数）

行政施策の企画立案に
向けた基礎

（オープンデータを活用した
計画数）

行財政負担の軽減
（1人あたりの

施設維持管理費）

公共交通沿線への
居住誘導

(沿線への社会増減)

産学官民の
共創が生まれる
(プロジェクト数)

中心市街地の活性化
(沿線人口増)

税収増

新しい公共投資

週12アクセス
（1/22-1/28）

（サイトへのアクセス数）

GIS利用者増
（GIS利用者数）

行政サービス最適化
(民間への業務委託数)

もうかる企業増える
(可処分所得)

民間企業の進出進む
(確認申請データ)

倒産減
(倒産件数割合)

他分野との連携
公共インフラの
効率的運営

(公共施設稼働率)

オープンGIS上で公開する

生データを公開する

都市計画課で
データ加工

3種類のデータを公開
（公開するデータセット数）

①人口世帯分布を公開

②社会増減を公開

③将来人口推計を公開

シェープファイルの提供

市のオープンデータサイドで
2位

事例集を作成する

事例集を公開

市民の納得感
（満足感）の向上

コンパクトシティへの
市民理解が進む

(タウンミーティングでの
アンケート)

CO₂削減
（CO₂排出量）

健保負担減
(医療費負担額)

自動車減
(自家用車保有台数割合)

民間データとの掛けあわせ
（PFへの活用相談件数）

マーケティング利用

コンパクトなまちづくりの
モニタリング（居住誘導）

①

②
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ワークショップ事例15：AIオンデマンドバス

ワークショップの感想：KPIについて、現状で取れるものと、独自で取らなければいけないものを区別し、独自のものを減らす意識をしていたことがよかった。

●事業・施策の概要
ラストワンマイルとして町村部にAIオンデマンドバスを走らせ

ることで外出のきっかけや交通弱者の解消を目指す取り組み。

●ロジックモデルの作成を通じて
①第3階層の設定

議論することで、事業のゴールというか、何を目指しているか
を考えるきっかけとなった。AIオンデマンドバスを走らせること
で、どのようにまちに、あるいは住人に影響を与えていくことが
できるのかを考えたところ、最終的にこの４つに落ち着いた。

②ワークショップを通して
ロジックモデルを作り始めたときは、今どのような施策をして

いるのか話して作っていたが、アウトカムやKPIを議論していくに
つれ、現在の施策を振り返る作業ではなく、将来的な施策を練る
作業に近いものであったと気づいた。施策の実施にあたり設定す
べきKPIをあらかじめ検討する必要性や重要性も実感したので、今
後の取り組みに生かしていきたい。

【富山市】
アウトカム第3階層アウトカム第2階層アウトカム第1階層アウトプット事業・取組インプット

自動運転

協力店舗との調整
（ミーティング）

予約システムの導入
（Web）

（WEB経由の予約数）

4,500枚の配布
（パンフレット配布枚数）

広報とやま
パンフレットでの

広報

使い方説明会の開催
（使い方説明会の

開催数）

利用者が増える
（利用者数）AIオンデマの導入 AI配車サービス

の導入

待ち時間＋移動時間
の削減（少ないとき）
（アクセシビリティ）

健康増進につながる
（日常生活における

歩数）
ミーティングポイントを増やす
（ミーティングポイント
単位の利用者数）

電話予約の導入
（電話からの予約数）

運行時間の拡大
（運行時間単位の
利用者数）

よく利用する停留所が
わかる（乗るところも）
（ミーティンポイント単位の

利用者数）

高齢者の
車の運転減

（免許の返納率）

外出回数が増える
（パーソントリップ調査：外
出率、着地点のアクセシビリ

ティ）

高齢者の住みやすい街
（利便性、市のアンケートに

よる住み易さ、
公共交通利用率、
リピート数）

デジタルリテラシー向上
（予約方法の確認）

高齢者が住みたい場所を
選べる

効率的なバスの運営
（乗車率、運行効率性、
ミーティングポイント単位の利
用者数、拠点の誘客率）

アンケートの実施
（サービス満足度）

高齢者のスマホ利用UP
（予約方法の確認）

バスの利用者増に伴う
市の収入増

（利用者による収入）

いつでも自由に安く
移動できる

（アンケートでの満足度）

娯楽にも使える
（大山図書館の利用率）

子供世代の送り迎え
負担が減る

市との協業によるタクシー会
社の収入増

（運行効率性、
モビリティ採算性）

車がなくても安心して
暮らせるまち/
車がいらないまち

（エネルギー起源、CO2排
出量、自動車保有数、車

の登録台数）

いくつになっても
どこにすんでも

いきたいところにいける
（高齢者人口の変化
アンケートでの満足度）

システム停止時のリスク
（代替手段の数）

運転者不足
（運転手の求人倍率）

既存タクシー・バス
会社の収益ダウン

（地域交通事業者への
影響）

待ち時間+移動時間の
増（多いとき）
（アクセシビリティ）

予約の手間が増える
（予約サイトの
予約完了割合）

自家用車の利用減に伴う
CO2排出減

（運輸部門/民生家庭部
門のCO2排出量）

店舗の売り上げが植える
（事業者の財務諸表）

人との会話が増える

地域経済が続くエコシステム

人が集まる拠点ができる

世代間交流が多い街
（若者人口の交流）

運航台数の拡大
（乗車率、公共利用率）

会員数104人
（新規登録者数）

安心・便利

環境

経済

にぎわい

①

①

①

①
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